
校庭の安全確認をしましょう。





校庭での待機場所を確認する

避難者を誘導する

できれば

避難者を町内会等ごとに確認する

学校に拡声器等あれば借用する

地域の状況を確認する



手順①

手順② 避難者を誘導する



手順① 校庭での待機場所を確認する

● 確認事項

□ 周囲に危険物はない。（落下物、障害物等）

□ 地震の被害を受けていない。

□ 防犯上の危険が少ない。



手順① 校庭での待機場所を確認する

手順②



手順② 避難者を誘導する

屋内運動場出入口等の色々

なところに掲示する。

施設の安全確認ができるまで、

校庭で避難してもらう。



例 「現在、建物の安全を確認しています。

余震も続いております。

すぐに建物の中に入ることは危険ですので、

安全が確認できるまで、校庭での避難をお願いします。

また、落下物の危険があるため、建物には近づかない

ようお願いします。」


